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主な事業内容 

リコーグループの地域別売上高 

リコーグループの事業別売上高 

（百万円） 

リコーグループの従業員数 

（人） 0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 70,000

2000 74,300

2001 74,200

2003 73,200

2002 74,600

リコーグループの純利益 

（百万円） 10,0000 20,000 30,000 40,000 60,000 70,000 80,000 90,00050,000

2001 61,614

2000 53,228

2003 91,766

2002 72,513

0 300,000 600,000 900,000 1,200,000 1,500,000

2003 137,413 402,392 326,380 914,060 1,780,245

2002 143,919 354,477 343,940 896,022 1,738,358

（百万円） 

＊1 RicohおよびSavin、Gestetner、Lanierの各ブランドの販売台数の合計です

（1～10枚／分機を除く）。 

＊2 Ricoh、Gestetner、Nashuatec、RexRotary、Lanierの各ブランドおよび

OEM供給分を含みます（パーソナル機を除く）。 

＊3 詳細はリコーのIRホームページ（http://www.ricoh.co.jp/IR/）をご覧くださ

300,000 600,000 900,000 1,200,0000 1,500,000

2002 1,738,358217,784 1,520,574

2003 1,780,245222,612 1,557,633

2001 1,672,340186,951 1,485,389

2000 1,538,262199,888 1,338,374

日本 米州 欧州 その他 

その他 事務機器 

※ 事業概要データは、有価証券報告書のリコーグループの範囲における実績を表記しています。 
環境負荷データの収集・記載範囲とは一部異なります。 

市場の評価と経済的成果 
リコー製品は、日本市場におけるオフィス用白黒複写機

の分野で、2003年シェアNo.1にランク、カラー複写機

ではシェアNo.2にランクされています。米国市場＊1に

おけるオフィス用白黒複写機の分野で、リコーグループ

製品は、2003年シェアNo.2にランク、カラー複写機で

はシェアNo.1にランクされています。また、ヨーロッパ

市場＊2では、オフィス用白黒複写機分野において7年

連続でシェアNo.1を維持しています。2003年度の連

結決算では、10期連続増収、12期連続増益（10期連

続最高益更新）を達成しました＊3。 

■ リコーグループの主な事業内容 

［ 事務機器 ］ 

画像ソリューション 

● デジタル画像 

デジタル複写機、カラー複写機、印刷機、ファクシ

ミリなどの機器および関連消耗品・サービスなど 

● その他画像 

アナログ複写機、ジアゾ複写機などの機器、およ

び関連消耗品・サービス・サーマルペーパーなど 

ネットワークI／O（Input／Output）システム 

● プリンティングシステム 

マルチファンクションプリンター（MFP）、レーザー

プリンターなどの機器および関連消耗品・サービス・

関連ソフトなど 

● その他 I／Oシステム 

光ディスク応用商品およびシステム、スキャナー

など 

ネットワークシステムソリューション 

パーソナルコンピューター、サーバー、ネットワーク

機器、ネットワーク関連ソフト・アプリソフトおよびサー

ビス・サポートなど 

 

［ その他 ］ 

その他事業 

デジタルカメラ、半導体など 

2000
107,682107,682

247,449 252,698 930,433 1,538,262

2001
116,626116,626

311,312 341,747 902,655 1,672,340

IPSiO G707 imagio Neo C385it

国市場*1におけるオフィス用白黒複写機の分野で、

リコーグループ製品は、2003年シェアNo.2にラン

ク、カラー複写機ではシェアNo.1にランクされてい

ます。また、ヨーロッパ市場*2では、オフィス用モノ

出典：［日本、米国］ガートナー データクエスト（2004年2月）GJ04229 

　　 ［ヨーロッパ］Infosource S.A.
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